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「HORIZON2020 によるオープンアクセス政策とオープンサイエンスの国際的課題 

―学術情報流通における日欧の共通課題と大学図書館の役割―」 

 
１ シンポジウム概要 

ヨーロッパの多国間研究開発・イノベーション促進プログラム HORIZON2020 は助成対象

の研究成果と研究データのオープンアクセス（OA）化を義務化する方針をうたっている。更

に、オープンデータに関するパイロットプロジェクトを実施している。このため、EU のメン

バー国による OA ポリシー採択や、研究者の OA 準拠、研究者コミュニティのオープンデー

タプロジェクトへの参加を支援するため、大学図書館のコンソーシアム組織が複数のプロジ

ェクトを実施している。このような EU によるオープンアクセス政策とその支援プロジェク

トの現状と展望について、同じくオープンサイエンスの政策が検討されつつあるわが国 1で、

研究推進及び大学図書館の役割という視点から、関係者による情報共有を行うことを目的と

してシンポジウムを開催する。 

 

２ シンポジウムの開催概要 
主 催 EUIJ 関西 

共 催 神戸大学附属図書館 京都大学附属図書館 大阪大学附属図書館 

    COAR（Confederation of Open Access Repositories） 

後 援 駐日欧州連合代表部 国立大学図書館協会 機関リポジトリ推進委員会 

    近畿イニシア 兵庫県立大学図書館協議会 SPARC Japan（予定） 

日 時 ２０１５年１０月１３日―１４日  初日 午後  ２日目 全日 

場 所 シンポジウム 神戸大学百年記念館（六甲ホール）  

レセプション 瀧川記念学術交流会館 

参加数 １００～１５０人程度  

対 象 大学図書館関係者、研究担当管理職・研究者、URA 等の研究支援組織職員、 

学術情報流通機関職員・専門家等 

 その他 初日・同時通訳付き  ２日目・逐次訳 

 
３ シンポジウムの構成案 
３．１ 初 日 テーマ 「ヨーロッパのオープンアクセス政策と大学図書館活動」 
１２：４５－１３：１５   受 付（３０分） 

１３：１５－１３：２０   主催者（EUIJ 代表）挨拶（５分） 

１３：２０―１３：３０   駐日欧州連合代表部挨拶（１０分） 

１３：３０－１４：１５   HORIZON2020 におけるオープンアクセス政策（４５分） 

１４：１５－１５：００   OpenAIRE2020 によるオープンアクセス支援（４５分） 
                                                   
1 内閣府内の検討会 http://www8.cao.go.jp/cstp/sonota/openscience/index.html 
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１５：００－１５：１５   休 憩（１５分） 

１５：１５－１６：００   FOSTER によるオープンデータパイロット支援（４５分） 

１６：００－１７：１５   パネルディスカッション（１時間１５分） 

１７：１５―１７：３０   共催者（神戸大学附属図書館長）閉会挨拶（１５分） 

１８：００―１９：３０   レセプション（１時間３０分） 

 ＊初日は同時通訳付き（日英両言語が使用可能） ただし、プレゼン資料は英語 
 
３．２ ２日目 テーマ「日本のオープンアクセスと大学図書館の国際的課題」 
０８：４５－０９：１５  受 付（主催者による開会挨拶含む） 
０９：１５－１０：００  オープンサイエンスへの期待―日欧の共通課題（４５分） 
１０：１５－１１：００  オープンサイエンスの推進と大学図書館の役割（４５分） 
１１：００―１１：１５  休 憩（１５分） 
１１：１５－１２：００  京都大学のオープンアクセスポリシー（４５分） 
１２：００－１３：００  昼 食（１時間） 
１３：００－１３：３０  受 付（３０分） 
１３：３０－１４：１５   オープンサイエンス時代の機関リポジトリプロジェクト（４

５分） 
１４：１５－１５：００  国内機関リポジトリの最新事例報告（義務化）（４５分） 
             京都大学（大学義務化） IR 推進委員会（学位論文義務化） 
１５：００－１５：１５  休 憩 
１５：１５－１７：００  パネルディスカッション（逐次訳）（１時間４５分） 

「オープンサイエンスによる学術研究推進と大学図書館によ 
る支援活動の課題と役割―日欧の課題と連携」 

１７：００－１７：１５  クロージングリマーク（EUIJ 関西代表）（１５分） 
 ＊２日目は、発表は原則として日本語で行いプレゼンテーション資料は英語で作成する。 

日本語による発表は、海外講師へは同時通訳付き。 
討議の日本語は海外講師へは同時通訳付きで、英語は逐次訳付き。 
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講 師 
初 日 
HORIZON2020 におけるオープンアクセス政策 

  Dr. Lee Woolgar 駐日欧州連合代表部 
OpenAIRE2020 によるオープンアクセス支援 

Dr. Donatella Castelli 
イタリア ISTI 所属 Research Staff、OpenAIRE テクニカルコーディネーター 
iMarine Project Director, CNR-ISTI（an Institute of the National Research 
Council of Italy）, Italy 

FOSTER によるオープンデータプロジェクト支援 
Dr. Eloy Rodrigues 

FOSTER、PASTEUR40A 及び OpenAIRE パートナー大学図書館長 
Director of the University of Minho Documentation Service, Portugal 

ディスカッション 
  モデレーター 土屋俊氏  大学評価・学位授与機構教授 

パネラー   上記の３講師  
佐藤翔氏 同志社大学免許資格過程センター助教 

        
２日目 
オープンサイエンスへの期待－日欧の共通課題 

大学評価・学位授与機構教授 土屋俊氏 
元千葉大学附属図書館長 
元国立大学図書館協議会電子ジャーナルタスクフォース主査 
元科学技術・学術審議会学術分科会委員 

オープンサイエンスの推進について 
  文部科学省科学技術学術政策研究所科学技術動向研究センター上席研究官 林和宏氏 
京都大学のオープンアクセス政策 

京都大学附属図書館長・工学研究科教授 引原隆士氏 
オープンサイエンス時代の機関リポジトリプロジェクト 
  千葉大学附属図書館利用支援課長 杉田茂樹氏 
  機関リポジトリ推進委員会委員 
機関リポジトリ[等]最新事例報告（２報告程度） テーマ[例] 

・京都大学における義務化の実施過程（京都大学担当者） 
・学位論文義務化の現在（推進委員会） 

パネルディスカッション 
モデレーター 小山憲司氏 日本大学文理学部教授 
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パネラー   Dr. Donatella Castelli  Dr. Eloy Rodrigues 引原隆士氏 林和宏氏 
杉田茂樹氏 

 
その他 

全体司会 
  神戸大学附属図書館管理課長  同・情報サービス課長 
事 務 

  神戸大学情報管理課   EUIJ 関西（招聘業務、予算執行） 


